
▲楢戸集落とその後方にそびえる会津朝日岳（ユネスコエコパーク核心地域）

特集
登録３周年

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

豪
雪
に
育
ま
れ
た
自
然
や
伝
統
的
な
生
活
文
化
を
守
り
、活
か
す
！

▲楢戸集落とその後方にそびえる会津朝日岳（ユネスコエコパーク核心地域）

　

只
見
町
は
、
平
成
26
年
６
月
12
日
に
ユ
ネ

ス
コ
か
ら
「
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
と
し

て
登
録
さ
れ
、
こ
の
６
月
で
３
周
年
を
迎
え

ま
す
。今
年
の
２
月
４
日
に
は
、
総
務
省
が
主

催
す
る「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」に
お
い
て
、

ブ
ナ
を
大
切
に
す
る
長
年
の
活
動
と
、
人
と

自
然
が
共
生
す
る
モ
デ
ル
地
域
「
只
見
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
と
し
て
世
界
に
認
め
ら
れ
た

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
全
国
の
中
か
ら「
地

方
自
治
体
表
彰
・
総
務
大
臣
賞
」
に
選
ば
れ

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、
登
録
か
ら
３
年
の
間
で

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
り
組
み
は

地
道
に
続
け
ら
れ
、
着
実
に
そ
の
成
果
を
あ

げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
」の
理
念
・
目
的
の
実
現
は
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
の
自
発
的
な
参
画
と
各
団
体
、
組
織

の
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

改
め
て
３
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
只

見
町
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
意
義

と
目
的
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の

取
り
組
み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。



▲地域の自然環境や生物資源との関わり合いの中で伝承されてきた生活・文化
　（左）春木山、（左中）伝承芸能〈早乙女踊り〉、（右中）ゼンマイ揉み、（右）ダイコンニュー

▲豪雪が作りだした特徴的な景観「雪食地形」と「モザイク
植生」。低標高地域では珍しい。

▲生態系の豊かさを象徴する希少な野生生物
　（左）イヌワシ、（右）タダミハコネサンショウウオ

（只見町の地域的・国際的価値）
・豪雪に特徴づけられる自然環境
　（雪食地形、モザイク植生）
・５万ヘクタールに及ぶ原生的な自然環境
・生態系の豊かさを象徴する大型野生動物と希少
な野生動植物の存在
・既存の自然保護制度の存在
　（越後三山只見国定公園、奥会津森林生態系保護
地域など）
・入会慣行の下で行われる自然環境に深く関わる
生活（山菜・キノコの採取など）
・恵まれた自然環境を活かし、自然環境に配慮し
た農業
・自然環境に関わる伝承的な生活・文化
　（編み組細工、伝統食、伝承芸能など）
・学術調査研究への取り組み
　（町史編さん事業、ブナ林総合学術調査など）
・自然保護に対する住民の理解

【表】只見町がユネスコエコパーク
として評価された点

▲地域の自然環境や生物資源との関わり合いの中で伝承されてきた生活・文化
　（左）春木山、（左中）伝承芸能〈早乙女踊り〉、（右中）ゼンマイ揉み、（右）ダイコンニュー

―
只
見
町
とユネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
―

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、生
態

系
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
活

用
の
調
和（
自
然
と
人
間
社
会
の

共
生
）を
目
的
と
し
て
、ユ
ネ
ス

コ
が
開
始
し
た
人
間
と
生
物
圏

（M
AB:M

an and the Biosphere

）

計
画
に
お
け
る
中
心
事
業
で
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
域
内
で

は
、豊
か
な
生
態
系
や
生
物
多
様

性
を
保
全
し
、そ
れ
ら
資
源
を
持

続
可
能
な
形
で
利
活
用
す
る
こ
と

で
地
域
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

い
わ
ば
、人
類
共
通
の
課
題
で
あ

る
人
と
自
然
と
の
共
生
を
実
現
す

る
国
際
的
先
進
モ
デ
ル
地
域
で

す
。ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
で
は
、そ

の
理
念
・
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

①
自
然
環
境
・
生
物
多
様
性
の
保

護
・
保
全
②
地
域
資
源
の
持
続
可

能
な
利
活
用
を
通
じ
た
社
会
経

済
の
発
展
③
学
術
調
査
研
究
・
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、只
見
町
は
過
疎
高
齢
化

と
若
者
の
流
出
に
伴
う
将
来
の
地

域
社
会
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
中

に
あ
っ
て
、都
市
部
な
ど
に
追
随

し
た
町
づ
く
り
と
は
決
別
し
、只

見
町
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
自

然
・
生
活
・
文
化
・
歴
史
・
産
業
を

ク
―

生
態

利
活

会
の

ネ
ス

物
圏

here

）

す
。

内
で

多
様

を
持

こ
と

ま
す
。

で
あ

現
す

域
で

は
、そ

た
め
、

性
の
保

続
可

会
経

究
・
人

す
。齢化

来
の
地

る
中

追
随

し
、只

た
自

業
を

活
か
す
と
と
も
に
、こ
の
地
域
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
保
護
・
保
全

し
、次
世
代
に
引
き
継
ぐ
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、只
見
町
の
町
づ
く
り

の
方
向
性
は
、ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
理
念
・
目
的
と
合
致
し
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、只
見
町
は
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
制
度
的
枠
組
み

を
活
用
し
、「
豪
雪
に
育
ま
れ
た
只

見
町
の
自
然
や
伝
統
的
な
生
活

文
化
を
守
り
、活
か
す
」地
域
づ
く

り
を
強
力
に
推
進
し
、地
域
社
会

の
維
持
と
発
展
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

― 

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
価
値 

―

　

只
見
町
が
人
と
自
然
と
が
共

生
す
る
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、国

際
的
に
評
価
さ
れ
た
点
は
上
の
表

の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ

ら
は
、只
見
町
が
持
つ
地
域
的
あ

る
い
は
国
際
的
な
価
値
で
す
。町

民
の
皆
さ
ま
に
は
そ
の
只
見
町
の

地
域
的
・
国
際
的
価
値
に
つ
い
て

誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、そ
れ
ら
を
守
り
つ
つ
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。



▲条例を周知する横断幕を設置▲只見町の貴重な守るべき湿原▲モデル林施業方針策定のための調査 ▲条例を周知する横断幕を設置▲只見町の貴重な守るべき湿原▲モデル林施業方針策定のための調査

―
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

関
連
事
業
―

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、登
録

そ
の
も
の
に
よ
っ
て
地
域
の
課
題

を
解
決
し
て
く
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。あ
く
ま
で
、地
域
住
民

の
自
主
性
と
創
意
・
工
夫
を
前
提

に
、ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
枠
組

み
を
活
用
し
て
、自
然
を
守
り
つ
つ

も
、地
域
資
源
を
持
続
可
能
な
形

で
利
活
用
す
る
中
で
、地
域
社
会

を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
も
の
で

す
。

　

そ
の
た
め
の
事
業
を
、只
見
町
ブ

ナ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
関
連
事
業
と
し
て
実
施

し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
事
業
は

ユ
ネ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
の
３
つ
の
目
標

に
沿
っ
て
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま

す（
左
図
）。

ク事
業
―

登
録

課
題

は
あ

住
民

前
提

枠
組

り
つ
つ

な
形

社
会

も
の
で

見
町
ブ

ス
コ
エ

実
施

事
業
は

目
標

て
い
ま

Ⅰ
‐
①
自
然
保
護

「
只
見
町
の
野
生
動
植
物

を
保
護
す
る
条
例
」

　

只
見
町
の
一
部
地
域
で
は
自
然

環
境
や
生
物
多
様
性
を
守
る
た
め

の
法
的
措
置
が
十
分
に
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、貴
重
な
山
野
草
の
大

量
盗
掘
、夜
間
の
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ

で
の
昆
虫
採
集
が
報
告
さ
れ
、町

民
か
ら
そ
れ
ら
に
対
処
で
き
る
条

件
整
備
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、平
成
28
年
、町
内

の
野
生
動
植
物
を
守
る
こ
と
で
、

地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指

す
、「
只
見
町
の
野
生
動
植
物
を
保

護
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　

条
例
で
は
、町
内
に
生
育
・
生
息

す
る
野
生
動
植
物
の
保
護
・
保
全

を
図
る
た
め
、町
の
責
務
、町
民
・

事
業
者
及
び
来
町
者
の
責
務
、さ

ら
に
野
生
動
植
物
の
捕
獲
や
採
取

等
の
行
為
に
関
す
る
遵
守
事
項
を

規
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
公
認

自
然
ガ
イ
ド
を
主
と
し
た
町
民
の

方
へ「
只
見
町
野
生
動
植
物
保
護

監
視
員
」を
委
嘱
し
、注
意
喚
起
や

啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
、野
生
動

植
物
の
保
全
へ
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

条
例
」

自
然

る
た
め

備
さ
れ

の
大

ラ
ッ
プ

れ
、町

る
条

し
た
。

町
内

と
で
、

目
指

物
を
保

し
た
。

生
息

保
全

町
民
・

務
、さ

採
取

事
項
を

公
認

町
民
の

保
護

喚
起
や

生
動

で
い
ま

Ⅰ
‐
②
自
然
保
護

「
大
曾
根
湿
原
」の
保
護
と
保
全

　

大
曾
根
湿
原
は
、梁
取
地
区
大

曾
根
山
の
麓
に
位
置
す
る
約
２
・

５
３
ha
の
高
層
湿
原
で
、町
指
定

の
天
然
記
念
物
で
す
。湿
原
は
、水

域
と
陸
域
の
接
点
で
あ
る
た
め
多

様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地
で

あ
り
、特
有
の
環
境
に
依
存
し
た

動
植
物
が
存
在
し
て
い
ま
す
。事

実
、大
曾
根
湿
原
に
は
湿
原
環
境

に
依
存
す
る
貴
重
な
動
植
物
が
生

息
・
生
育
し
て
お
り
、町
の
生
物
多

様
性
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、大
曾
根
湿
原
内
に
は
、か

つ
て
そ
の
保
全
と
観
察
の
便
を
図

る
た
め
木
道
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た

が
、年
月
を
経
て
腐
朽
あ
る
い
は
湿

原
に
埋
没
す
る
状
況
に
あ
り
ま
し

た
。こ
れ
で
は
木
道
の
役
割
を
果
さ

な
い
ば
か
り
か
、か
え
っ
て
人
を
湿

原
内
に
踏
み
込
み
や
す
く
さ
せ
、

悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ
り

ま
し
た
。そ
こ
で
、湿
原
に
入
る
入

口
部
分
の
木
道
を
撤
去
し
て
湿
原

内
に
人
が
入
り
込
む
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
代
わ

り
梁
取
地
区
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
湿
原
を
周
遊
で
き
る
遊

全区
大

約
２
・

指
定

は
、水

め
多

育
地
で

存
し
た

す
。事

環
境

物
が
生

物
多

を
果

は
、か

を
図

ま
し
た

い
は
湿

り
ま
し

果
さ

を
湿

さ
せ
、

が
あ
り

る
入

湿
原

が
で
き

代
わ

協
力
い

る
遊

歩
道
を
整
備
し
ま
し
た
。

Ⅱ
‐
①
地
域
社
会
経
済
の
発
展

「
た
だ
み
豪
雪
林
業
体
験
・
観
察

の
森（
モ
デ
ル
林
）」整
備

　

戦
後
の
拡
大
造
林
で
、町
内
に

は
ス
ギ
な
ど
の
人
工
林
が
造
成
さ

れ
ま
し
た
。木
材
生
産
を
目
的
と

し
た
こ
れ
ら
の
林
も
、木
材
価
格
の

低
迷
と
割
高
な
生
産
コ
ス
ト
の
た

め
、経
営
的
に
は
難
し
く
、ほ
と
ん

ど
が
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
実
状

で
す
。そ
こ
で
、こ
う
し
た
人
工
林

（
資
源
）を
活
か
す
た
め
豪
雪
地
帯

に
適
応
し
た
森
林
管
理
技
術
の
開

発
と
そ
の
普
及
を
目
指
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
「
た
だ
み
豪
雪
林
業
体
験
・
観
察

の
森
」（
以
下
、体
験
の
森
）は
そ
の

モ
デ
ル
林
で
、豪
雪
地
帯
に
適
し
た

人
工
林
整
備
、持
続
可
能
な
森
林

管
理
の
教
育
と
普
及
、森
林
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、環
境
教
育
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

公
募
に
よ
り
決
定
し
た
黒
谷
区

の
体
験
の
森
で
は
、平
成
28
年
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
、毎
木

調
査
、簡
易
測
量
、歩
道
整
備
が
行

わ
れ
ま
し
た
。今
後
は
伐
採
作
業

を
行
い
、体
験
の
森
の
整
備
を
す
す

Ⅰ.
自然環境・生物多様性
の保護・保全

　Ⅱ.
地域資源の
持続可能な
利活用を
通じた地域社会
　の発展

Ⅲ.
学術調査研究、
人材育成

目的：
人と自然の共生



▲「自然首都・只見」伝承産品▲只見町公認自然ガイドの育成研修▲研究者による学術調査研究 ▲「自然首都・只見」伝承産品▲只見町公認自然ガイドの育成研修▲研究者による学術調査研究

め
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、こ
の
事
業
は
㈱
野
村
総

合
研
究
所
か
ら
の
協
力
と
同
社
か

ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ
‐
②
地
域
社
会
経
済
の
発
展
　

「
自
然
首
都
・
只
見
」

伝
承
産
品
ブ
ラ
ン
ド

　

地
域
資
源
や
地
域
固
有
の
伝
承

的
な
生
活
文
化
を
持
続
可
能
な
形

で
利
活
用
し
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、只
見
町
内
の
生
物

資
源
・
農
産
物
を
使
用
あ
る
い
は

伝
統
的
な
技
術
で
生
産
さ
れ
た
産

品
に
つ
い
て『「
自
然
首
都
・
只
見
」

伝
承
産
品
』に
認
定
し
、ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。マ
タ
タ
ビ
・
ア

ケ
ビ
な
ど
の
編
み
組
細
工
、伝
統
食

の
飴
、凍
み
餅
・
凍
み
大
根
・
打
ち

豆
・
干
し
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
保
存
食
、

ト
チ
ノ
キ
や
ク
リ
の
蜂
蜜
、コ
ク
ワ

で
作
っ
た
ジ
ャ
ム
、ど
ぶ
ろ
く
、減
農

薬
・
天
日
干
の
お
米
、か
じ
ご
焼
き

炭
の
消
臭
剤
、ク
ロ
モ
ジ
の
楊
枝
や

箸
、ゼ
ン
マ
イ
綿
毛
を
使
っ
た
コ
ー

ス
タ
ー
や
毛
鉤
、轆
轤
引
き
で
作
ら

れ
た
木
工
製
品
、栃
餅
、ブ
ナ
の
葉

の
染
物
な
ど
42
品
が
現
在
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 村

総

同
社
か

金
を

展ラ
ン
ド

伝
承

能
な
形

性
化

生
物

る
い
は

れ
た
産

只
見
」

ラ
ン
ド

ビ
・
ア

伝
統
食

打
ち

存
食
、

コ
ク
ワ

減
農

焼
き

楊
枝
や

た
コ
ー

で
作
ら

ナ
の
葉

ブ
ラ
ン

す
。

　

こ
れ
ら
産
品
は
町
内
の
町
関
係

施
設
で
販
売
さ
れ
、来
町
者
が「
只

見
町
の
お
土
産
」を
購
入
で
き
る

仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ⅲ
‐
①
学
術
調
査
研
究
・
人
材
育
成

只
見
町
公
認
自
然
ガ
イ
ド
育
成

　

只
見
町
に
お
け
る
固
有
の
自
然

や
文
化
を
町
内
外
の
方
々
に
紹

介
、解
説
し
、そ
れ
ら
の
重
要
性
を

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け

る
た
め
、「
只
見
町
公
認
自
然
ガ
イ

ド
」の
育
成
を
し
て
い
ま
す
。公
認

ガ
イ
ド
の
活
動
は
自
然
環
境
や
歴

史
文
化
を
対
象
と
し
、そ
れ
ら
を

体
験
し
学
ぶ
こ
と
で
、対
象
と
な

る
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化

の
保
全
に
責
任
を
持
つ
観
光
形
態

で
あ
る「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
推
進

に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。い
わ
ば
公

認
ガ
イ
ド
は
、ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
が
理
念
・
目
的
と
す
る
自
然
環

境
を
守
り
つ
つ
、持
続
可
能
な
形
で

利
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
の
社
会

経
済
的
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
体

現
す
る
存
在
で
す
。

　

公
認
ガ
イ
ド
は
町
の
実
施
す
る

研
修
を
受
け
、認
定
申
請
し
、基

準
を
満
た
し
た
方
が
認
定
さ
れ
、

現
在
、20
名
が
公
認
ガ
イ
ド
と
し 関

係
が「
只

き
る

す
。

材
育
成

成自
然

に
紹

性
を

き
か
け

然
ガ
イ

公
認

境
や
歴

ら
を

と
な

文
化

形
態

推
進

ば
公

コ
パ
ー

然
環

な
形
で

社
会

を
体

施
す
る

し
、基

れ
、

と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
た
め
の
体

制
整
備
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ⅲ
‐
②
学
術
調
査
研
究
・
人
材
育
成

「
自
然
首
都
・
只
見
」

学
術
調
査
助
成
金
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
只
見
町
の
生

態
系
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、

再
生
及
び
活
用
に
関
す
る
基
礎

研
究
か
ら
応
用
研
究
、
あ
る
い

は
歴
史
、
民
俗
の
保
存
、
継
承

に
関
す
る
調
査
研
究
、
そ
し
て

そ
れ
ら
に
関
す
る
研
究
会
等
を

開
催
す
る
研
究
者
等
を
助
成
す

る
制
度
で
す
。
只
見
町
の
よ
う

に
こ
う
し
た
制
度
を
も
っ
て
い

る
自
治
体
は
全
国
的
に
も
珍
し

い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
様
な
テ
ー
マ
、

多
様
な
研
究
者
に
よ
り
調
査
が

行
わ
れ
、
中
に
は
新
種
の
両
生

類
タ
ダ
ミ
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
発
見
に
つ
な
が
り
、
只

見
町
の
自
然
環
境
と
生
物
多
様

性
の
豊
か
さ
を
改
め
て
証
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

只
見
町
の
自
然
や
民
俗
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
が
実
施
、
科
学

的
な
評
価
が
な
さ
れ
、
研
究
成

後
は
、

め
の
体

材
育
成

事
業

の
生

全
、

基
礎

る
い

継
承

し
て

等
を

成
す

よ
う

て
い

珍
し

マ
、

査
が

両
生

ョ
ウ

、
只

多
様

明
し

に
も

関
す

科
学

究
成

果
が
着
実
に
蓄
積
さ
れ
て
い
ま

す
。
研
究
成
果
は
、
年
度
末
に

町
民
向
け
の
発
表
会
で
報
告
さ

れ
る
ほ
か
、
研
究
者
に
よ
り
学

会
や
学
術
雑
誌
の
場
で
発
表
さ

れ
、
只
見
町
の
情
報
が
広
く
発

信
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
で

只
見
の
未
来
を
描
く
―

　

只
見
町
の
価
値
の
根
源
で
あ

る
豊
か
な
自
然
や
伝
承
的
な
生

活
文
化
を
拠
り
所
に
、
只
見
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の「
豪
雪
に
育
ま

れ
た
自
然
と
生
活
文
化
を
守
り
、

活
か
す
」
と
い
う
精
神
の
も
と
、

地
道
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。将
来
の
地
域
社
会
の
維

持
・
発
展
は
そ
う
し
た
取
り
組

み
が
継
続
・
実
践
さ
れ
て
行
く
中

で
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
町
民
の
方
々
を

は
じ
め
、関
係
機
関
・
団
体
で
の

調
整
や
協
力
が
不
可
欠
で
す
の

で
、事
業
の
推
進
と
普
及
・
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

―
問
合
せ
先
―

　

総
合
政
策
課 

地
域
振
興
係
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